
令和６年度（第17回）「国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）」

ＰＲポイント

普段目にする下水道施設であるデザインマンホール蓋の企画を継続
的に行うことで、市民への下水道の見える化を図る。

企画・撮影を職員がほぼすべてを担当することで、費用を抑えつつ、
職員の広報力もUPできる。

応募事例名

応募団体名）吹田市

鉄道蓋デザインマンホールで官民連携。

官も民も人もWinWinWin！

広報・教育部門

下水道部 主任
榊原

どの駅の撮影でも撮影場所の選定には苦労しました。
駅の特徴的な風景と車両・すいたんを入れる構図は

撮影の重要なポイントとなるため、入念にロケハンを
行い決めています。

功労者の
顔写真

応募事例の内容

別紙４

応募事例の概要

○ 鉄道柄のマンホール蓋を市内16駅に作成・設置（H30～R4）
〇  デジタルスタンプラリーを実施（R5）
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